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【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】

板 上 に 、 少 な く と も 酸 化 イ ン ジ ウ ム 、 酸 化 ス ズ 、 酸 化 亜 鉛 ま た は こ れ ら を 混 合 し た 材 料
透 明 導 電 性 薄 膜 パ タ ー ン を 形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 該 透 明 導 電 性 薄 膜 パ タ ー ン を 、

（ Ａ ） 成 膜 さ れ る 膜 の 全 体 あ る い は 少 な く と も そ の 一 部 が 非 晶 質 と な る 状 態 で 、 第 一 の 透
明 導 電 性 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
（ Ｂ ） フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ に よ る フ ォ ト レ ジ ス ト マ ス ク パ タ ー ン を 用 い て 、 該 第 一 の 透 明
導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ 加 工 す る 工 程 と 、
（ Ｃ ） 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン を 除 去 し た の ち に 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン を
結 晶 化 す る 工 程 と 、
該 結 晶 化 さ れ た 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン を 含 む 基 板 、 成 膜 さ れ る 膜 の 少 な く と も
一 部 が 非 結 晶 質 と な る 状 態 で 第 二 の 透 明 導 電 性 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
（ Ｄ ） 非 晶 質 状 態 の 透 明 導 電 性 膜 を エ ッ チ ン グ す 液 を 用 い た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ で 、
前 記 第 二 の 透 明 導 電 性 膜 を 前 記 結 晶 化 さ れ た 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン と 同 一 形 状 に パ
タ ー ニ ン グ 加 工 す る 工 程 、 と を 少 な く と も 含 む 透 明 導 電 性 薄 膜 の 形 成 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 製 造 方 法 に お い 板 上 に 、 少 な く と も 酸 化 イ ン ジ
ウ ム 、 酸 化 ス ズ 、 酸 化 亜 鉛 ま た は こ れ ら を 混 合 し た 材 料 透 明 導 電 性 薄 膜 パ タ ー ン を
形 成 す る 工 程 で あ っ て 、 該 透 明 導 電 性 薄 膜 パ タ ー ン を 、
（ Ａ ） 成 膜 さ れ る 膜 の 全 体 あ る い は 少 な く と も そ の 一 部 が 非 晶 質 と な る 状 態 で 第 一 の 透 明
導 電 性 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
（ Ｂ ） フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ に よ る フ ォ ト レ ジ ス ト マ ス ク パ タ ー ン で 該 第 一 の 透 明 導 電 性 膜
を パ タ ー ニ ン グ 加 工 す る 工 程 と 、
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（ Ｃ ） 前 記 フ ォ ト レ ジ ス ト パ タ ー ン を 除 去 し た の ち に 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン を
結 晶 化 す る 工 程 と 、
（ Ｄ ） 該 結 晶 化 さ れ た 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン を 含 む 基 板 上 全 面 に 、 成 膜 さ れ る 膜 の
少 な く と も 一 部 が 非 結 晶 質 と な る 状 態 で 第 二 の 透 明 導 電 性 膜 を 成 膜 す る 工 程 と 、
（ Ｅ ） 非 晶 質 状 態 の 透 明 導 電 性 膜 を エ ッ チ ン グ す 液 を 用 い た ウ エ ッ ト エ ッ チ ン グ で 、
該 第 二 の 透 明 導 電 性 膜 を 前 記 結 晶 化 さ れ た 第 一 の 透 明 導 電 性 膜 パ タ ー ン と 同 一 形 状 に パ タ
ー ニ ン グ 加 工 す る 工 程 、
と を 少 な く と も 含 む プ ロ セ ス を 用 い て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
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